
安心できるSAPシステムの導入と運用

企業が陥る"SAP基盤運用の落とし穴
”

見えてきた最適な解決策とは
基幹系システムとして数多く採用されているSAPソリューションだが、 その基盤の運用は囲単ではない。

企業が安心できる決定打とは？ 最新惜報を探ってみた。

←tions 

Tr匹form. Tronscend. 



'SAP ERPJに代；；；されるSAP のピジネスアプリケーションは

企翠に支持され、 多数の甚幹系システムに採用されている定孟のソ

フトウェアだエ ンジ ニアやソフトウェア開 発事崇者が極画でざる

アーキテクチャと情報公開の制哀を採用しており、 大さなエコシステ

ムが形成されている点も魅力の1つだろう．

SAPソリューションに、 その石Ill性の反面運用面でJ\ードルが

藁い郎分も多く、 中堅、 大 企繁においてコスト肥大化の添因になっ

ている。

特l.:J:t怠したいのは、 上層のアフリケーション群を支える互盤ソフ

トウェアの 'SAPBASIS』とそれらのソフトウェアの塁盤となる

ネットワー クやデ ー タセンターファシリティなどの物埋インフラであ

ふこれ以澤秦と璽用-:;:良週化でさなければ、 ア-PJケー ション全

体影響を及ぽす可箆在があるためだ．

本稔では、 SAPの効柔を最大化するための運用最適化の力法を

解えしよう．

運用の課題が

SAP導入のハードルに

SAPソリューションは、 企安の更要な情報を管埋し、 活用するた

めのインフラとして機箆し、 ピジネスを円滑l;:)1!めるための仕組みと

して大さな効柔を上げている．

ーカで、 SM'ソリュー ションの苔盤ソフトウェアである'SAP

BASISJや、 ネットワー ク、 デー タセンタ ーを含(). SAPソリュー

のリスクを指濡する．

不た、SAPは、 2010年に SAPHANA 

をローンチ(... 2025年不で既存のSAP

スイート'SAPBus;neぉsu;te 7 (SAP 

ERP 6.0, SAP CRM 7.0. SAP SCM 

7.0.SAP SRM 7.0), を1t;t(ートすると

発している。 既存のSAPユーザーも

いずれは最鋲のSAPHANA讃撓へ本格 ―l一"�・■"" ""'" 
的に移行しなければならないということ NTTコミaーケーシェンズ

属灌大本
だ。 クラつドサービスヘの転換も遮んでい

l. 運用コストを最遍化するコンサルティングサー ピス

NTTコミュニケーションズの' BASISコンサルタントチーム』は、

高哀な共用体制を敷いて寒務を累約している．長年の尖絨から柔い

てざたノウハウを塁に棄務やフロセスの襟之化を遮めて、 徽底的

に運用コストの削減を図っている。 チーム内でもコスト削減（こつな

がる業務改笞を継裟的に玩けており、 ユーザー企案はその効兵を天

惑でさるはずだ．

2. 高いサーピスクオりティー を堅持

BASISコンサルタントチーム は情籟共有を徹底する他ITILv3

（こ星づいた運用プロセスをほ立I.,_ J;;i人的な運用からの殷田を図っ

.. このためアフリケー ションと切り纏l,_SAPBASISに特化した ている。 加えて、 アプリケー ションバートナーとの協力体甥を敷いて

リソースを活用する濱で． コストや品貧においてより最遍な運用が天 速やかな遠携を國ることで、 緯嘗発生玲の素務に対する影響を最小

現可能になり士す』と、 アプ，Jケ ーションバートナーに依存9ること 化している。
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3. 生塵性を閏上させる遍用体制 基幹系システムの更改に伴って、 貴罠管環の負荷低滅を自指してクラ

G�IOne SAPマネ-Yドサー 巳屯詳細辺廂ニュ ーとサー ウド化を図るとともI;:.. SAP HANAも印肌たいという璽望が浮

ピス仕様•を整備しており、 榎攀的な手順●頭●しなヽるたぬ妻 J:.. 拿た基幹築と情輯系で分11していた運用を1つに本とめるこ

件確認や引き纏ぎが瑣嗣間で行え、 ユーザー企鑽の負荷も少ない． とも重妻な要件に挙がっでAた。

拿た運用メニューやサービス仕極●、 手順書がドキュメント化されて 固社は、GMOneSAPマネージドサービスを活用することで、 耀

いるので、 ユーザー企鑽lt'tービスのプラックポックス化を!)leする 期筒でシステムの移行と運用体制の鑽柔を兄了させた。 本た運用を

ことなく、 安心し℃璽用を任せることができる 。 さらに陣冑対応など 一元化することで、 大幅な運用コストO)l1り減とMTTR (平均008開

のフローもしっかり整傭されるたぬ緊念野にも迅速で正叢な対応 蘭）の短訂を実現した．

が可熊である• NTTコミュニケーションズ マネジメントサー ビス笛サー ピス企

運用コストを大幅に削減した

成功企業の決断

画邸門の武田憲田;t_rこのお客さ字にご提案するI埠たり、 アプリ

ケーションバートナー との鰭墜な打ち合わせを行いよしle. SAPの

インフラ運用を畏供する十分な体割もなく運用バートナー と塁稟し

たい、というのが本音だったそうでも同じ考えを持つアプリケーショ

ンバートナーは少なくあり不せん． 私たちとの認鸞でアフリケーショ

ンバートナーは得拿分野に集中できるようになり、 結巣としてシス

テム運用の効寧化と轟品貫化につながり拿もと述ぺる．

ある流遇戴の企藁は、 NTTコミュニケーションズが得●とするグ

ローバルな運用ノウハウを活用し海外と国内とでSAPシステムの

SCP (事糞繕玩計画）体を嬢立した点に惰長がある ．

もともとこの企鑽は国内のデータセンタ ーにオンプレミスの

ERP環境を構柔しており、 アプリケーションバー トナーがインフラの

運用も担当していた。 このメインサイトを海外データセンターに移

し、 国内データセンターをデイザスタリカバリー 俄書対策）サイト

幾つかの事例を紹介しよう。 として袴構笑した． それに伴い両サイトの運用をGMOne SAPマ

ある高社では、ォンフレミスの基幹系システムと情翰系システムを ネージドサーピスが揖うことで、 グロー/(Jレかつー元的な運用体制

それぞれ異なるデータセンターで構築し運用も分戴していただが、 を敷くことができた



r私たちのマネージドワーピスとデータ

センター運用ノウハウは、 このユーザー の

厳しいSCP委件にマッチするものでし

た◆払たちのコンサルティングチー ムが紅

期周でほ尖な移行を尖現し 運用コスト

も削減することに成功しましたパ武田氏）

NTTコミュニケー シコンズでは、 今後

もさらにSAPシステム の運用ノウハウを

蓄積しより付加価伝の恵いサーピスを

NTTコミュニケーシコンズ
広田憲氏

ユー ザー企素に提供していさたいとしていQ. 注目されているSAP

NTTコミュニケーションズ株式会社

ホー

メー

ムes-ms@ntt.com 

HANAについ ても、 ノ ウ ハ ウ を富損し 次世代ERP'SAP

S/4HANA, の運用体制を強化して、 さ不ざ字なユーザー 企業のピ

ジネス発屎をサポートした いと言気込む．

'SAPシステムとは、SAPアフリケー ション群とSAPBAS IS. そ

してこれらを支えるインフラからなるものです． 全ての運用を最適化

でざなければ、おい導入効兵は得られよせん.NTTコミュニケー ショ

ンズはネットワークやデータセンター
、 セキュリティなどの各種イ

ンフラサーピスを捉にしており、 独力なSAP讚境を虞秦・運用でざ

る知見と経験を有してい工す• SAPの導入と運用をお考えの際は、

ぜひ当社にご祖談くださいJ (柔溶氏）
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